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慶應義塾経済学会会則
経済学会委員（2007.4改選)

第 1条 

第 2 条 

第 3 条

第 4 条 

第 5 条

第 6 条 

第 1条

第 8 条

第 9 条

第10条

第11条

第12条

第13条 

第14条

本会は慶應義塾経済学会（The Keio Economic 

Society)と称する。

本会は経済学の研究およびその奨励，ならび 

に会員相互の親睦を図ることを目的とする。 

本会は前条の目的を達成するため次の事を行 

なう。

1 研究会の開催

2 機関誌『三田学会雑誌』およびその他研 

究成果の刊行 

3 講演会，資料展覧会の開催 

4 他の学会および諸団体との連絡 

5 その他本会の目的を達成するため適当と 

認める事業 

本会は慶應義塾大学経済学部所属専任者のう 

ち経済学を専攻する者をもって組織する。た 

だし特別会員をおくことができる。

本会に次の役員を置く。

1 会 長 1名 2 副会長 1名

3 委 員 長 1名 4 副委員長 1名

5 委員若干名 6 監事 2 名

会長，副会長，委員長，副委員長，委員およ 

び監事は，総会において決定する。

会長は本会を代表する。副会長は会長を補佐 

する。委員は委員会を組織し会務を執行する。 

委員長は委員会を代表し会務を統轄する。副 

委員長は委員長を補佐する。監事は会計を監 

查する。

会長および副会長の任期は1 年，委員長，副 

委員長，委員および監事の任期は2 年とする。 

ただし再選を妨げない。

会長は年一回総会を招集する。ただし必要に 

応じ臨時総会を招集することもできる。 

会員は機関誌『三田学会雑誌』およびその他 

本会刊行物の配布を受けることができる。

本会の経費は賛助金，補助金，会費およびそ 

の他の収入をもってこれに充てる。

本会の会計年度は毎年4 月 1 日より翌年3 

月 3 1 日迄とする。

本会会則の変更は総会の決議による。

本会の事務局は慶應義塾経済学部研究室内に 

置く。

会
長 山田大門

副 会 長 大村達弥

委員 長 細田衛士

副委員長 津谷典子

委 員 柳 沢 遊 中村慎助 太田聰ー

マッケンジ--，コリン 尾崎裕之

グレーヴア香子 伊藤幹夫

津曲正俊 武山政直 赤林由雄

監 事 杉浦章介 中山幹夫

経済学会事業報告（2006年度）

<刊行物〉

『三田学会雑誌』9 9卷 1 号〜4 号

『別冊三田学会雑誌—— スタディガイド2006—— 』

K e io  E co n om ic  studies, Vol.43, No.1, No.2

<報告会〉

1 .環境経済•政策学会共催

4 月10 日 “Discounting and Relative Prices 

in Assessing Future Environmental 

Damage”

University o f Gothenburg 

Thomas Sterner

司会：細田衛士

2 .公共経済学セミナー，2 1 C O E 共催

4 月14日 「スキル偏向的技術進歩と企業規模間 

賃金格差」 太田聰ー

司会：瀬古美喜

3 .公共経済学セミナー，2 1 C O E 共催

4 月 21日 “The Evolution o f Income Con

centration in Japan, 1885-2002: E v i

dence from Income Tax Statistics”

Northwestern University 森ロ 干晶 

司会： Colin M cKenzie

4 .公共経済学セミナー，2 1 C O E 共催

4 月 28日 “Barriers to Residential M ob il

ity in Japan: Negative Housing Equity 

and the Rental A c t” (jo in t work with 

Kazu to Sum ita) 瀬古 美喜

司会： Colin M cKenzie
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